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企画展「中山道と桶川」関連講座                         2024/11/9 

中山道と和宮―本庄宿を中心に― 

本庄早稲田の杜ミュージアム 秋山 寛行 

 

はじめに 

・幕末本庄宿の最大の出来事である皇女和宮の降嫁。本陣を勤めた田村本陣の動向を、特に準備の過程に

ついて、それ以前の姫君の通行史料も踏まえながら探っていきたい。 

 

第 1章 中山道と宿場 

〇五街道（東海道・中山道・日光道中・奥州道中・甲州道中） 

・慶長 5年（1600）、関ヶ原の戦い→それまでの各地の伝馬関係者を取り込む形で街道整備本格化 

・中山道は慶長 7年（1602）より 

・徳川家康の全国統一 

西国への備え→街道整備・主要街道を中心に多くの関所を設置（関東御要害） 

・寛永期（1624～44）将軍上洛、大名の参勤交代制の開始、島原・天草一揆への幕府軍の派遣 

→宿場の人馬の不足分は助郷村へ 

道中奉行の支配 

東海道：江戸―京都を結ぶ「表街道」・参勤交代大名が一番通る街道→中山道：「裏街道」 

※本庄地域 

・天正 18 年（1590）、小田原北条氏の滅亡→徳川家康の関東入国  

本庄城…小笠原信嶺（1万石）入封 

→小笠原信之（信嶺の養子）の時代に新たに中山道沿いに街並み（城下町）を整備 

 

・宿場：道中を往来する人や荷物を中継し、また宿泊させる役割 

・各宿場には伝馬を担う人馬が常備された。 

・宿役人：問屋・年寄などが人馬の割当を指揮  

※天保 7年（1836）宿役人・助郷村での取り決め・血判→道中奉行所へ提出（『桶川市史』第 4 巻 近世

資料編） 

・本陣：大名や幕府役人の宿泊にあてられた大旅館 

・地域によっては中世以来の有力者が多い 

・第一の職務は大名ら公用通行する人々の休泊業務 

 

第 2章 本庄宿田村本陣と「休泊控帳」 

田村本陣（北本陣） 

・本陣→大名や幕府役人などが休憩や宿泊に使用した施設 

・本庄宿：寛永 14 年（1637）に人馬継立場となった。 

・本陣は加賀前田家が上野国川井河岸（群馬県玉村町）に設けた本陣を移したのが始まりと伝えられる。 
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・田村家が本陣経営を開始したのもこの頃か。当主 田村作兵衛→左惣治襲名 

・前田家とは寛永 18 年に本陣を仰せつけられてから 200 年、本陣を勤めている【史料１】「（弘化 3 年

（1846）、田村左惣治の願書） 

・「勝手向」は慶長期、「御座敷向」は寛永 18 年の建築であるとの返答【史料２】（弘化 3 年 5 月 1 日・

福井藩主松平慶永宿泊の記事）→田村家の本庄入植はさらに遡るか。 

・藩主より「至而古キ家之よし」との言葉を賜る【史料３】（安政３年（1856）５月１日・日向佐土原藩

主島津淡路守忠寛） 

・藩主より「座敷もきれいである」との言葉を賜る【史料４】（天保 3 年 4 月 24 日・徳島藩主蜂須賀斉

昌） 

 

内田本陣（南本陣） 

・内田家は元禄 5年（1692）以降、名主役を勤める/代々、七左衛門を名乗る 

・もともと本陣業務を補完する脇本陣を勤めていたことが関係か 

・寛政４年（1792）、本陣に昇格 

・元禄 11 年（1698）には脇本陣としての活動が見られる。 

・田村本陣とは大名家の本陣利用をめぐって競う場面もあるが、その一方で協力する面もみられる。 

 

「休泊控帳」 

・寛永 19 年（1642）～文久 3 年（1863）までの 221 年間の記録 

・記載内容…統一された記述ではない/内容も近世後期になるにしたがって詳細に記録される傾向 

・記述内容：休泊日・大名の名前・献上品・下賜金・食事内容・料理人や番所の有無・使用した道具や馬

の餌代など 

・現在、「休泊控帳」の中で確認される最古のもの「右由緒書抜帳」（寛永 19 年から正徳 2年 5月） 

→これ以前の記録をまとめ直し、寛政年間（1789～1800）に複製された簿冊であるとの指摘がある 

・寛永 19年の「堀田加賀守様御由緒」が書かれた「往古ゟ之御由緒帳」をお見せしたところ「寛永之帳

ハ実ニ珍敷よし」とのことを言われる【史料５】（安政 5 年（1858）4 月 17 日）松本藩主→佐倉藩主堀

田正盛 

☛当時（幕末期）の大名家の人々から見ても、寛永年間（1624～1643）に記録された「休泊控帳」はとて

も珍しかった。 

※田村家が見せた「往古ゟ之御由緒帳」はこの「右由緒書抜帳」の可能性がある。 

 

※寛永 19 年から残っている意味 

☛同年は参勤交代制の詳細が布達された年/そのため本陣側もこの年から「休泊控帳」を作成し始めた可能

性が高い 

→下限が文久 3 年までなのは、伝存しなかったのか、あるいは前年の文久 2 年（1862）に幕府により参

勤交代制緩和が行われ、それによってまとまった記録をつけなくなったとも考えられるが詳細は不明。 

→表紙の文言から、そもそも大名の休泊記録をつけること自体を当時、記主が「由緒書抜」と呼んでい

た・表現していたと考えられる 



3 

 

本陣の職務 

・寛永 12 年（1625）、第 3 代将軍徳川家光の時の武家諸法度→寛永 19年、詳細な参勤交代制 

・多くの大名家は一年おきに江戸と領国を行き来する。 

・大名家・幕府役人・寺院関係者等が本陣を利用 

・本陣利用：「御休（休憩）」と「御泊（宿泊）」・利用なし「御通（通行のみ）」 

・先触（通行を知らせる文書）→およそ一か月ほど前～数日前：藩の役人が本陣を訪ね、詳細を相談→藩

側の役人がどのような宿泊構成（宿割）になるかを知らせる・あわせて本陣の門等に掲げる関札（宿泊す

る大名家の名前が書かれた札）を持参→当日 

・本陣側から大名家に対し献上品（卵や魚・菓子などが多いが、種類は多様）⇔それに対して大名側は下

賜金を渡す。※江戸時代後期には倹約を理由に献上品を断る例も出るようになる 

 

第 2章 姫君の中山道通行―和宮降嫁の前提として― 

 ここでは和宮降嫁以前に本庄宿を利用した姫君とその対応について紹介したい。 

（１）比宮・五十宮の通行 

・比宮（輿入れ先：9代将軍 徳川家重） 

・享保 16 年（1731）5 月 5 日小休/板鼻宿まで御機嫌伺/往還道普請を行う/下向時に駄賃が下される→

問屋場で助郷村へ分配 

→全体的に簡略な記事にとどまり、詳細は不明 

・五十宮（輿入れ先：10代将軍 徳川家治） 

・寛延２年（1749）3 月 17 日小休/板鼻宿まで御機嫌伺/「御迎之方様」（幕府関係者ヵ）→２・30 日前

に上洛/本陣では雪隠や井戸雨覆等を新調、たばこ盆（15 個）・茶椀（50～60 個）等を準備 

→全体的に簡略な記事にとどまるものの、本陣では姫君小休にあたり、新規建物の設置や道具の準備、井

戸水を「御膳水」として提供（後年の史料）したことがわかる。 

 

（２）楽宮の通行 

文化元年（1804）・（輿入れ先：12 代将軍 徳川家慶） 

・8月 10日、楽宮を迎えるための幕府関係者が通行 

→「手前方不及申ニ宿役人中一同私方与相心得」 

・8 月 10 日：鴻巣宿まで御機嫌伺、その後田村本陣まで徒目付竹内源右衛門・正木洋蔵・篠崎源太夫を

案内・検分 

→「此方共手帳当年 御輿入御本陣ハ七左衛門与御座候」 

→驚いて「先年ゟ御輿入御用向相勤候御由緒」を見せる 

・8月 1４日：御方様御留守居松浦越前守・御広敷御用人東条信濃守・御目付土屋帯刀がいる深谷宿まで

御機嫌伺 

・8月 15日：田村本陣検分 

→その後、支配手付早川市左衛門・深谷杢左衛門へ申し付け、3 人は内田本陣へ行く 

→本陣決定の締め切りについて伝えられる 

・同日夜：息子の田村友右衛門と問屋次郎兵衛に「先年ゟ御輿入御用向相勤候御由緒」を残らず記載した
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願書を持たせて中山道板鼻宿（群馬県安中市）へ遣わす。板鼻宿は本庄宿と同じ幕府領のため。 

→在宿している手付早川市左衛門へこれまでの経緯を説明し、願い出を行う 

→「気之毒ニ被思候」/内々の指図で広敷番頭石野新左衛門・宮本三次郎へ願書を差し上げる 

→「寛延弐巳年三月 五十宮様御下向之節も御小休被仰付、相勤候由左候」：寛延 2 年の五十宮の下向の

際、小休を仰せ付けられ勤めたという由緒がある/しかしそれをあらかじめ伝えていなかった/本庄宿は

本陣が２つあり、差し出された絵図を確認→内田本陣の方が「少シ手広ニ付」/西丸御奥で朱引きをし、

老中に渡す→「江戸表由緒之儀繰替も致し方も可有之候得共、九月三日京都御発輿ニ御座候間、迚も繰替

難相成趣」/ 

→今後、輿入れがある場合、宿場へ絵図面の提出や道中奉行からの触が来た段階で、「先年ゟ御由緒」を

申し上げる/井戸水→「先年 五十宮様御下向之節左惣次方之井 御膳水御上リニ相成由」「私方之井水至

而軽く清水之由」 

 

・9月 18 日、本庄宿内田本陣で昼休→全体数不明ながら「三ノ間」60人・「四ノ間」200 人 

→田村本陣から 

御膳向差出シ候品「大俎板五枚・焼もの火鉢・五〆目炭壱俵・川砂弐斗吟味 但し焼もの火鉢入・大半切

弐ツ・大五徳五ツ程」 

御菜之品「長芋七本・とー婦・くわ以・春菜少し」 

→「外ニ何ニ而御用無之候、御触之趣ニ而沢山新菜之品御用可有之与致夫々商人共へ申付置候処、不残不

用ニ相成申候、右四品」 

 

☛当初、田村本陣を利用すると思われたが、内田本陣利用となった。五十宮小休という「由緒」を主張し

たが、受け入れられず、今回の本陣の利用はなかった。 

☛以前、姫君通行の本陣御用を勤めたとしても必ずしも再び利用されるわけではない。 

☛本陣に指定されなくても、必要な道具の提供などを行った。 

 

（３）有君の通行 

天保 2 年（1831）・（輿入れ先：13 代将軍 徳川家定） 

【史料６】 

文政 13 年 5 月、幕府普請役往還検分・天保 2 年 1 月往還検分→内田本陣検分済・「目論見金 200 両」積

み、田村本陣にはなし。 

→楽宮通行時の本陣としての「由緒」によって修復目論見金 

←田村家も「往古ゟ御用相勤来候御由緒」をもって申し上げた→お聞き済みにならず、嘆かわしい 

出府し、内願を行う。天保 2 年 4 月、山本大膳手代坂本啓次郎取り調べ→有君宿泊決定 

「先年ゟ之御由緒書并宿役人加印」で願書を提出したことによる/願書は「御触書留」に控えあり 

「御下向中之日記」があったため当時の様子がわかった（楽宮時のものヵ） 

→これは「柳こり之内」に保管してあり、「大切ニいたし可申候」 

・6月 21日：正式に田村本陣の使用が決定 

・6月 29日：本陣検分の実施、幕府の指示による本陣の「御用普請」の開始【史料７】 
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→それ以外にも宿場側で本陣の「自普請」箇所があり、普請が同時並行し、大混雑になる 

→新規建物について今回は宿役人全体で対応したが、次回からは本陣のみが引き受け、大工などを差配

すること。 

・7月 26日：本陣検分の実施 

・8月 4 日：留守居石川左近将監・御台所御用人野田下総守・目付加藤修理の検分→案内は代官所手代 

・8月 28日：御勘定米野弥兵衛検分 

・8月晦日：「御旅館前日迄少々ツツ直し候処有之、繁用混雑之儀ハ難尽筆帋、実ニ大層之儀ニ御座候」 

 

本陣利用の大名への対応 

・7月２０日：松平伯耆守（老中）の上京 

「往古ゟ手前方御定宿ニ候へ共、此度 有君様御旅館御普請中ニ付」 

→内田本陣へ案内/深谷宿でも本陣普請中につき脇本陣利用 

・8 月２５日：与板藩井伊右京亮→内田本陣当番の年/来年は田村本陣を利用してもらうため、当日御機

嫌伺を行う。 

 

天保 2年 9月 11日宿泊当日 

・担当は大津代官石原清左衛門 

・本陣関係者はこどもを「身寄之方江遣し置」・本陣当主や関係者は裃・袴を着用し、「膳棚之間」へ詰め

ておく→御賄手付の指示で食事の用意/表は切石から玄関前まで敷砂/  

・有君の輿は「十五畳之間」まで行き、その「右之間」で輿を降りた 

・御膳所で有君の食事を準備/「御祝儀」として金百疋を献上/代官ら幕府関係者の食事は夕・朝 200 膳

用意/ 

・代官・大工が「御上段天井上」・「同所床下」検分/「新規取建御用所」・「御湯殿天井上・床下」も検分

/御庭番が「御上段囲」・「裏通リ」検分/長持は合計 21棹・輿・長刀を「御錠口内」へ入れる/女中の輿は

隣家の森田助左衛門方へ置く 

・有君へは「献上栗三升、但白木三方江載ホウシヤウ紙敷」を献上 

文末→「御下向御用中御当日前後、御用済ニ相成候迄委敷日記ニ有之候間、荒増之分付置候、此日記大切

ニ致置可申候」 

・10 月 18 日：松平弾正少弼 宿泊 

献上金→「有君様御旅館後、始而之御泊ニ付」 

・10 月 20 日：大津代官石原清左衛門手代 3 名、旅籠屋宿泊 

・天保 3年 3 月 1２日、出府し、14日に山本大膳役所へ 

今回かかった経費を除いた 218 両余りを受け取る/「新規御取建物」・「御道具類」も下げ渡される 

→内田本陣利用の予定を、「柳こり之内」にしまってあった、かつての「御下向中之日記」の存在や「往

古ゟ御用相勤来候御由緒」の作成・提出により、田村本陣へ変更することに成功。 

☛「由緒」を示して姫君休泊を願い出るなど、本陣職にとっては「名誉なこと」という意識が存在 

☛このような経緯をたどったこともあり、以前にも増して記録を取り、「荒増之分付置候、此日記大切ニ致

置可申候」という、後の姫君通行を意識するかのような言葉で結ばれる。 
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（４）寿明君の通行 

嘉永 2 年（1849）・（輿入れ先：13 代将軍 徳川家定） 

・「御下向御用留」として「休泊控帳」に記載 

・嘉永 2年正月麁絵図の提出の添書付到来/会合を開き、「天保度之振合」で提出することを決定 

→2月 4 日、正式に「天保之度 御旅館」を勤めたこと（＝有君通行時の田村本陣への小休）により、本

陣絵図面の提出を求められる。 

・4月 25日、普請役元〆格・普請役来宿→検分・麁絵図と本陣屋根葺き替え目論見書を提出。 

・4月 9 日、出府（～4月 16 日まで活動）/幕府役人等に御目通り 

・4月 16日、御徒目付笠原新左衛門へ由緒書・麁絵図・進物持参 

・4月 29日、大熊善太郎役所より休泊本陣として差支えなしとの書付到来 

閏 4月６日、出府 昼休差支えなしを申し出る/御下向御用掛手代本城検助・大熊善太郎役所元〆坂本柳

左衛門へ金百疋進上 

・閏 4 月、弘化３年（1846）の火事で本陣の塀などが燃え、消火の際に屋根が踏み荒らされてしまう 

→今回の下向に際し、本陣屋根を修復したい【史料 8】 

・6月 22日、正式に昼休に田村本陣が定まる→屋根葺き替えなどの箇所や仕様書を拝借し、写し取る 

→御用掛岡田正助・本城検助へ金百疋・御供の者へ金 50 疋進呈 

・7 月 25 日、本陣絵図面へ朱引きが入ったものが到来し、代官所から木材を調達し、大工たちと打ち合

わせをするようにとの廻状が来る。 

・8月 4 日、検分があり、すぐに普請に取り掛かる 

・8月７日、福井大五郎検分、16 日までに「御用所・御溜」を完成されるよう指示があり、大工の人数を

増員する 

・8月 16日、検分 

→表門が弘化３年（1846）の火事で「西之方柱、冠、木鼻、桁古げ」たので「不浄木与唱」えて取り換え

るよう指示・「古木之分ハ削リ直し惣修覆ニいたし」 

→「最早此節者諸職人入込、日々大取込繁用之事ニ御座候」 

・金子が下げ渡される【史料９】 

・9月 17日、福井大五郎（代官所手代ヵ）検分→「至而御機嫌宜敷」 

・御立退場→開善寺、円心寺も検分 

・9 月 21 日、（楽宮下向）御用掛綿貫庄左衛門御検分→「御普請所大急ニ相成」→大工など 48人で作業

「大混雑繁用無限」→25日に完成/上段庭へ菊を植える、三之間庭へも 50 株ほど植える→「随分庭前向

寄麗之よし」 

・9月 27日、裏土蔵へ年番の市郎左衛門らが諸道具を運び込む/代官所手代らが宿泊→「今日者大取込」・

掃除を念入りに行う 

 

9 月晦日 昼休当日 

献上→柿 25個/金 200 疋下し置く/本陣へは幕府役人や江戸・京よりの女中ら 33 人/ 

道具は「何れも新規清浄ニいたし差上可申候」/「宿内ゟ料理心得候もの拾人罷出料理いたし候」 

本陣での出迎え【史料 10】 
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道具類の調達【史料 11】 

無事に献上ができ、お礼を申し上げたい【史料 12】 

 

通行後の動向 

・元〆山崎信太郎来宿→宿役人一同を集める【史料 13】 

・10 月 12 日（ヵ）：「座敷」・「外廻リ囲ひ」を片付ける 

・10 月 10 日～16 日（ヵ）江戸で御下向御用を担当した岡田正助らと面会、書類の作成・提出 

・11 月 20 日、「御用所・御溜・表門其外共一式」「御道具類一式」を下げ渡される【史料 14】 

 

☛弘化３年の火事で破損した箇所をこの時の通行の際に修復し、寿明君の逃げ道も確保している 

☛今回新しく建築したり修復したもの・道具類は本陣に下げ渡された。 

☛天保 2年の有君通行時の動きを踏襲するかたちで、今回の動向は「休泊控帳」に「御下向御用留」とし

てまとめられた。 

 

第 3章 和宮の降嫁と本庄宿  

（１）和宮降嫁へ至る政治情勢 

・和宮を 14代将軍徳川家茂の正室に迎えようという計画 

→大老井伊直弼によって構想されていたとされる 

→安政 7年（1860）3 月 3 日の桜田門外の変 

・万延元年（1860）4月 1 日付で老中安藤信正と久世広周は降嫁を朝廷に願い出る 

・5月、孝明天皇は拒否→すでに和宮は嘉永 4年（1851）には有栖川宮熾仁親王と婚約していたため 

・幕府の再要請 

→万延元年 6月、朝廷では 10 年以内の外国との開港条約破棄等を条件に和宮降嫁を内諾 

和宮へは兄である天皇から 10月 7日に伝えられ、正式に 18 日に発表 

⇒開港問題や尊王攘夷の実行をめぐる問題があり、これらを解決し朝廷と幕府がともに協力して難事に

あたる「公武合体」政策の象徴＝和宮降嫁 

 

（２）和宮降嫁 

・江戸幕府…将軍の正室（御台所）を京都から迎える 

→輿入れ行列が中山道を通行することがあり、その際に多くの宿場・周辺の村が対応にあたる 

・文久元年の和宮の中山道下向 

→本来は東海道を通行する予定であったが、世情不安のため中山道が選択される 

・10 月 20 日、京都を出発→武蔵国 11 月 11 日～で、本庄宿田村本陣に宿泊 ※桶川宿は 13 日宿泊 

・警備→沿道に領地のある大名が担当（本庄宿から蕨宿までの間は岡部藩安部氏） 

・警備の人数を含めると行列は約 1 万人に 

→文久 2年（1862）2 月 11日に家茂との婚儀が挙行される 
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（３）田村本陣での準備過程 

文久元年（1861）3月 28日から 10 月 9日までの記録→「和宮様御下向御用留」【表１】 

[内容抄録] 

・4月 4 日には絵図を幕府に提出 

・12 日に目付の検分が行われ、そのとき本陣の広さを確認 

・和宮へ出す御膳水や、もしもの際の御立退場（逃げ道）の確保といった点の確認 

→田村本陣の裏門から開善寺と円心時へつながる道を準備（有君の際のことを踏襲） 

→本陣からは過去の姫君の通行記録である「往古より御下向御休泊由緒」を提出 

→参考にするため、天保の有君・嘉永の寿明君の下向の際の本陣の経費についての質問 

・8月～「御下向御用」として幕府関係者が本陣へ泊るようになる。 

・8月 23日には大工を連れ、本陣の新たな普請箇所の指図→28 日が大安吉日で仕事始め 

・9月に入ると勘定奉行兼道中奉行の酒井隠岐守の検分、目付の神保伯耆守の検分 

→本陣の新たに建てた箇所や修復箇所について指示、工事を急ぐよう命じられている。 

→本陣の裏の木を伐採し、本陣前の高札場も移動（宿役人森田家空き地） 

・以前は「御上段柱并敷居鴨居其外共板巴ニても、又者取替ニ而も都而新敷見へ候様御達」→10 月にな

ると、建物の敷居や鴨井などを新規にするよう再度の指示 

 

☆若年寄・道中奉行や御庭番など幕府中枢に関わる人物が直接来宿し、準備を確認・指示 

☆8月：準備すべき書類を書き写す/本陣裏の木などを伐採→場所の確保/9月：空き地を板で囲う 

→本陣及び宿場全体での細かな対応の実施 

・他大名家への対応→直前になると内田本陣へ休泊を切り替え【史料 15】 

 

・「和宮様御下向につき桶川宿助郷村々街道警備触書写」（『北本市史』近世資料編） 

→本庄宿傍示杭から桶川宿傍示杭までの抜道・閑道の警護を厳重にすること。 

 

（４）当日の動向 

・11 月 11 日：和宮の本庄宿到着 

「休泊控帳」の当日の記録【史料 16】 

・田村本陣→白木の三方へ奉書紙を敷き、その上に桃を置いて献上 

・多くの公家も同行し、前日や翌日に宿泊、和宮の母親の観行院や陰陽師なども。 

→「御上京之御用係」の任にあたった幕府の若年寄や道中奉行、京都町奉行といった面々や本庄宿の支

配代官である伊奈半左衛門などの多くの関係者の名前も列記→「御休泊割御触留ニ記ス」「此御役々様

方御人数多ニ付略ス、尤御触六番御宿割帳ニ而巨細相分申候」 

11 月 11 日は 297 軒の建物を使用（安政 3年（1856）総家数 1069 軒） 

若年寄加納遠江守＝安養院、関東取締出役＝威徳院、など幕府の役職付の者は寺院宿泊 

→和宮は田村本陣で一泊し、翌日宿泊予定の熊谷へ 

 

・中山道には和宮から下賜された料紙箱や人形、草履などが現在に伝わっている宿場もあるが現存数は
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少ない 

→当時江戸や大坂などで多くの瓦版が作成されていることから、庶民の関心も非常に高かった 

 

[通行後の動向] 

・通行翌年の文久２年【史料 17】 

・和宮下向時の建物を利用/和宮降嫁時に従来使っていた厩屋を解体、差し支えがあるため、仮小屋設置 

 

☛かつての天保・嘉永期の姫君下向準備・経験をベースに本陣当主らは対応にあたった。 

☛本陣が実際に新規建物の差配や一方で幕府重役との対応なども含めて細やかで、多様な対応を行った。 

 

おわりに 

・本陣にとって姫君通行は準備や対応など多くの苦労もあったが、一方で姫君に利用された本陣という

名誉獲得という意識。 

・五十宮通行で本陣利用された田村本陣はその後、楽宮通行ではその「由緒」を伝えず、本陣指定から漏

れてしまう。本陣では次の有君通行の際に五十宮通行の際の「由緒」の主張や江戸での幕府関係者への金

銭を伴う伺い立てなどを行い、本陣指定を手にすることができた。これは楽宮通行時に本陣指定はされ

なかったが、「下向中日記」を付けており、その記録が活用されたからであった。またその後の寿明君の

通行でも田村本陣は、本陣指定となった。 

→このような経験の蓄積が文久元年の和宮降嫁の際に生かされた。 

・和宮降嫁時には特に有君・寿明君通行の事例を踏まえた上での対応が求められた。 

・幕府関係者とのやり取りは文久元年 3 月末、本陣内の準備は 8 月から開始された。 

・これまでの下向を上回るような通行であったが、これまでの文化期の本陣指定漏れから始まる天保・嘉

永期の下向本陣としての経験があったからこそ、文久元年の未曽有の和宮降嫁対応は成功したといえる

のではないだろうか。 

☆「休泊控帳」自体にも天保 2 年以降、関連する記載のある簿冊にのみ姫君通行の書き込みが見られる

ようになる【表２】。これも文化元年の楽宮通行以前は見られず、文化元年の本陣への不採用を受けて、

「休泊控帳」自体に「目次」のようなかたちで書き込みを入れたのであろう。さらに文久元年和宮降嫁の

年の記述のある簿冊には「諸書物等之儀者外御下向諸書物之内ニ一所ニ仕舞置申候」と下向関連の文書

は田村家において、まとめられていたという保管状況まで判明する。それだけ姫君の本陣利用書類は重

要視されたと考えられる。 
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・本庄早稲田の杜ミュージアム編集・発行『中山道と本陣―本庄宿と太田宿―』（2024 年） 

 

【表２】姫君通行の記載のある「休泊控帳」への書き込み

年 姫君名 書き込みの有無 書き込み箇所 内容 「休泊控帳」の記載期間

享保16年（1731） 比宮 無 ― ー 享保2年（1717）～享保18年（1733）

寛延2年（1749） 五十宮 無 ― ー 延享2年（1745）～寛延4年（1749）

文化元年（1804） 楽宮 無 ― ー 文化元年（1804）～文化11年（1814）

天保2年（1831） 有君 有 表紙裏

「此帳之内天保弐卯年九月十一日

有君様御旅館控有之候

大納言様江御輿入被為在候」

文政12年（1829）～天保7年（1836）

嘉永2年（1849） 寿明君 有 1頁目

「嘉永弐己酉年九月晦日

寿明君様御昼休被為

仰付候諸書物類此帳面之末ニ記」

天保14年（1843）～嘉永2年（1849）

文久元年（1861） 和宮 有 表紙裏

「此帳面之内文久元辛酉年十一月十一日和宮様御旅館

控有之候

諸書物等之儀者外御下向諸書物之内ニ一所ニ仕舞置申候

実者

仁孝天皇□皇女御年拾六歳ニ被為成候由上様江御入輿被

遊候」

安政6年（1859）～文久3年（1863）

出典：「休泊控帳」より作成。


